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7～9月を通してTopix(東証株価指数)で見ると、国内株式市場は上昇しまし

た。

7月、国内の株式市場は上昇しました。米国でのインフレ収束や日銀の緩和

的な金融政策継続などへの期待に加え、良好な決算発表を受け、上昇しま

した。ただし、日銀は月末に、イールドカーブ・コントロール（長短金利操作）

の運用を柔軟化を決定しました。

8月も、株式市場は上昇しました。下旬に行われた講演でのFRB（米連邦準

備制度理事会）議長の発言が警戒されていたほどタカ派（インフレ抑制を重

視する立場）的ではなかったことや、米半導体大手の好決算が好感されまし

た。

9月末は、8月末と比べ、概ね横ばいとなりました。中国景気に対する過度な

警戒が和らいだものの、米国で利上げ打ち止め期待が後退して長期金利が

上昇したため、上値の重い展開となりました。

7月、長期金利は上昇しました。日銀の政策修正観測が強まり、金利の上昇

要因になりました。実際に日銀はイールドカーブ・コントロールの運用柔軟化

を決定しました。

8月も、長期金利は上昇しました。米国金利の上昇や、20年国債入札の不調、

日銀のマイナス金利政策解除への思惑などが金利押し上げ要因になりまし

た。

9月も、長期金利は上昇しました。植田日銀総裁がインタビューで年内のマイ

ナス金利解除の可能性に言及したとの報道を受け、特に中旬以降に長期金

利は上昇しました。下旬も米国金利が一段と上昇基調を強め、長期金利はさ

らに上昇しました。
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7～9月を通して見ると、欧米ともに株式市場は下落しました。

7月、米国株式市場は上昇しました。月末に0.25％の利上げが2会合ぶりに

実施されたものの市場予想通りで、良好な決算発表が相場を下支えしまし

た。

8月、米国株式市場は下落しました。米国債の格下げや中国の不動産問題、

長期金利上昇などがマイナス要因となりました。

9月も、米国株式市場は下落しました。利上げ局面長期化への警戒から長

期金利が上昇、米中対立もあり、下落しました。

欧州株式市場も期を通じて見ると下落しました。域内の景況感の軟化、中

国景気の鈍化、長期金利の上昇などが下押し要因になりました。

7～9月を通して見ると、欧米の長期金利（10年国債利回り）は上昇しました。

7月、米国の長期金利は、堅調な景気を示す経済指標などを受けて、上昇し

ました。

8月も、米国の長期金利は、金融引き締めが長期化するとの見方などから上

昇しました

9月も、米国の長期金利は上昇しました。政策金利は据え置かれましたが、

金融引き締め長期化や原油価格上昇などへの懸念が金利上昇要因となり

ました。

ユーロ圏では、長期金利（ドイツ10年国債利回り）は上昇しました。政策金利

が長期にわたり高い水準にとどめられるとの観測などから、金利は上昇しま

した。

7～9月を通して見ると、米ドル、ユーロともに対円で上昇しました。

7月、米ドル/円は、米国で利上げの終盤が意識された一方、日銀の政策修

正観測が強まり、米ドル安・円高となりました。実際に日銀が長短金利操作

の運用を柔軟化しました。

8月、米ドル/円は、米国での景気の堅調さや金融引き締め長期化観測を

受け、米ドル高・円安となりました。

9月も、米ドル/円は、米金利高を受けた日米金利差拡大などから、米ドル

高・円安基調が続きました。

ユーロ/円も、期を通じて見ると、日欧の金融政策の方向性の違いなどから、

小幅のユーロ高・円安となりました。


